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資料２－１

平成２８年度ごみ排出量および目標達成状況について

１ 一般廃棄物処理基本計画

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号）第６条の規定に

基づき、平成２７年３月に、本審議会でのご意見も踏まえ、本市区域内の一般廃棄物

の処理に関する計画を新たに策定したところである。

本計画では、ごみ減量やリサイクル率について目標を掲げるとともに、その目標を

達成するための個別施策についても併せて掲載し、毎年度、事業評価シートによる現

状分析および評価を行いながら、事業の進捗状況を点検することとしている。

２ 本計画で掲げる各種目標に対する実績と評価

(1) 一人１日当たりのごみ排出量（公共系、民間施設搬入分を除く。）

【目 標】

一人１日当たりのごみ排出量（公共系、民間施設搬入分を除く。）

平成３７年度までに、平成２５年度比で約１０％削減する。

（１，０８４グラム ⇒ 約９８０グラム）

【実 績】

家庭ごみ 粗大ごみ 資源化物 実績値

平成２４年度 １０７，１２４㌧ ３，３４９㌧ １９，４３９㌧ １，１１０㌘

平成２５年度 １０３，４８３㌧ ３，５３４㌧ １９，４３０㌧ １，０８４㌘

平成２６年度 １０３，７３５㌧ ３，５５４㌧ １８，３４３㌧ １，０８４㌘

平成２７年度 １０１，９６１㌧ ３，５２５㌧ １７，３６５㌧ １，０５７㌘

平成２８年度 １００，６５１㌧ ３，２３０㌧ １６，４６６㌧ １，０４５㌘
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【評 価】

平成２８年度の実績値は1,045グラムで、２５年度比で約3.6％の減となっており、

目標の達成に向けて減量が進んでいる状況にある。

目標の達成に向け、引き続き、資源化物も含めたごみの減量および再使用の周知・

啓発を実施していく必要がある。

(2) 一人１日当たりの家庭系ごみ排出量（資源化物を除く。）

【目 標】

一人１日当たりの家庭系ごみ排出量（資源化物を除く。）

平成３７年度までに、平成２５年度比で約１０％削減する。

（５２７グラム ⇒ 約４８０グラム）

【実 績】

家庭ごみ 粗大ごみ 実績値

平成２４年度 ６５，６７１㌧ ５９４㌧ ５６６㌘

平成２５年度 ６０，８６７㌧ ５９１㌧ ５２７㌘

平成２６年度 ６０，８２７㌧ ５５８㌧ ５２９㌘

平成２７年度 ５９，６２４㌧ ５１９㌧ ５１７㌘

平成２８年度 ５８，４６０㌧ ４８１㌧ ５１２㌘

【評 価】

平成２８年度実績は512グラムで、２５年度比で約2.8％の減となっており、目標の

達成に向けて順調に減量・リサイクルが進んでいる状況にある。

目標の達成に向けて、引き続き３Rの周知・啓発を実施していく必要がある。
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(3) 事業系ごみ排出量（資源化物を除く。）

【目 標】

事業系ごみ排出量（資源化物を除く。）

平成３７年度までに、平成２５年度比で約１０％削減する。

（４５，５５９トン ⇒ 約４１，０００トン）

【実 績】

事業ごみ 粗大ごみ 実績値

平成２４年度 ４１，４５３㌧ ２，７５５㌧ ４４，２０８㌧

平成２５年度 ４２，６１６㌧ ２，９４３㌧ ４５，５５９㌧

平成２６年度 ４２，９０８㌧ ２，９９６㌧ ４５，９０４㌧

平成２７年度 ４２，３３７㌧ ３，００６㌧ ４５，３４３㌧

平成２８年度 ４２，１９１㌧ ２，７４９㌧ ４４，９４０㌧

【評 価】

平成２８年度は44,940トンで、２５年度比で1.4％の減となっているが、この推移の

状況では目標達成は難しい状況にある。

これまでの事業者への訪問指導だけではなく、事業形態に応じたごみの減量方法を

提示するなど、引き続き、より効果的な施策を検討していく必要がある。
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(4) リサイクル率（民間施設搬入分を含む。）

【目 標】

リサイクル率（民間施設搬入分を含む。）

平成３７年度までに、約３８％を達成する。

（３２．１％ ⇒ 約３８％）

【実 績】

平成２４年度 ３３．６％

平成２５年度 ３２．１％

平成２６年度 ３０．０％

平成２７年度 ３０．８％

平成２８年度 ２８．９％

【評 価】

平成２８年度は28.9％で、２５年度比で3.2％の減となっており、目標の達成は難し

い状況にある。

ペーパーレス化などによる古紙類の排出量が減っているといった要因もあるが、引

き続き、家庭ごみに含まれる資源化物の適正分別について啓発・指導を行っていく必

要がある。


